
 

 

平成２９年第３回長与町議会定例会総務文教常任委員会会議録（第６日目） 

 

本日の会議  平 成 ２ ９ 年 ９ 月 １ ９ 日 

招 集 場 所  長与町議会議場（第１委員会室） 

 

出席委員 

 委 員 長  岩 永 政 則       副 委 員 長  分 部 和 弘 

 委 員  浦 川 圭 一       委 員  中 村 美 穂 

 委 員  金 子   恵       委 員  喜々津 英 世 

 委 員  山 口 憲一郎       委 員  堤   理 志 

 

欠席委員 

 な  し 

 

職務のため出席した者 

議会事務局長  谷 本 圭 介        課 長 補 佐  細 田 浩 子 

 

説明のため出席した者 

 議会事務局長  谷 本 圭 介 

（議事課） 

 課    長  富 永 正 彦        係    長  後 藤 理 子 

 

 会計管理者  谷 本   清 

（会計課） 

 課 長 補 佐  森 本 陽 子 

 

 農業委員会事務局長  和 田   弘 

（農業委員会） 

 課 長 補 佐  村 田 佳 美        係    長  森   雅 之 

  

本日の委員会に付した案件 

 議案第 ６１号  平成２８年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 

開  会   ９時２８分 

散  会  １１時０６分 



 

 

○委員長（岩永政則委員） 

皆さんおはようございます。早速、議案第６１号平成２８年度長与町一般会計歳入歳

出決算の認定についての件を議題といたします。議会事務局からの説明を求めます。 

最初に局長から。 

○議会事務局長（谷本圭介君） 

皆さんおはようございます。議会事務局の平成２８年度一般会計決算書の歳入歳出の

御説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

おはようございます。それでは平成２８年度長与町一般会計決算書の事項別明細書の

方から説明をさせていただきます。事項別明細の４４、４５ページをお開き下さい。歳

入になります。４５ページ下から９行目、議会運営議会活性化調査研究視察経費補助金

７万４００円、これにつきましては県の町村議長会の視察研修の旅費の補助金というこ

とで、１年交代、議長が行ったら次は事務局職員ということで交代交代に１年おきに研

修があっておりますけども、２８年度は職員ということで私の方が行かせていただいて

おります。旅費は各町村で旅費規程が違いますので、実支出額１０万５,６００円とい

う旅費でございましたけども、これの３分の２を県の議長会が補助をするということで

７万４００円を雑入で受け入れております。歳入については以上です。 

次、歳出の方に参ります。４８、４９ページをお開き下さい。１款１項１目議会費で

ございます。まず１節報酬でございますけども議長報酬以下全議員１６名分の議員報酬

でございます。５,１５０万４,０００円を支出いたしております。２節給料は局長以下

４名分の職員分でございます。３節職員手当につきましても１番下の議員期末手当を除

きまして同じく職員分でございます。議員期末手当におきましては御承知のとおり２８

年度０.１月分の増額がございましたので、総額で１,６６３万１,５００円ということ

で前年度よりも５３万６,５００円の増という形で支出を行っております。４節共済費

ですけども１番上の共済組合負担金が職員４名分でございまして、下の３つ議員共済会

事務費負担金、議員共済会給付費負担金、公務災害補償負担金につきましては、議員の

皆さんの共済負担金並びに公務災害補償の保険の負担金となっております。７節の賃金

はパート賃金、こちらの方につきましては会議録作成のためにパートを２名定例会ごと

にお願いをしております。３月議会と９月議会が会議録のボリュームが多いということ

で、３月議会と９月議会におきましては２か月ずつ、６月と１２月につきましては１か

月ということで、２名体制で会議録の作成をお手伝いしていただいております。８節報

償費でございます。講師謝礼ということで２９万４,９７０円の支出をいたしておりま

すけども、こちらの方につきましては独自研修でトーマツの公会計研修、それとタブレ

ットの研修、報酬特別委員会の方で江藤先生に来ていただいております。この３件分で



 

 

ございます。旅費につきましては普通旅費、研修旅費については職員分、費用弁償につ

きましては議員の定例会、委員会、視察、議員研修、それからアカデミー等々議員に掛

かる移動経費についてはこの費用弁償５３７万８００円ということで支出をいたしてお

ります。議長交際費につきましては４５万５,８７４円ということで寸志等、寸志、祝

いが１番多いですけども４０件で２４万６,０８０円、あと香典が９件、カンパが２件、

視察研修等の土産代として４件、計５５件の支出をいたしております。需用費につきま

しては経常的な経費でございます。１２節役務費、郵便料につきましては広報広聴で住

民アンケートを行った分の郵便代をこちらで支出をしております。１４節につきまして

は経常的経費でございまして、大きなものは会議録作成支援システムのＡＳＰ使用料１

４２万５,６００円と、次のページにまいりますが、赤外線のマイクシステムリース料

５５万７,２８０円ということで経常的な経費となっております。次に１９節負担金、

補助及び交付金でございますけども、こちらの方につきましても経常的経費ということ

で昨年と同様になっております。 

以上が議会事務局所管の分でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので質疑を受けたいと思います。歳入歳出いずれでも結構です。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

４９ページの１番下段で会議録作成支援システムＡＳＰ使用料ということで１４２万

５,０００円、これは会議録の作成が今まで神戸の方に頼むと時間が掛かるということ

で導入をされて２、３年になるかと思うんです。これに対してパート賃金も発生をして

きているということで両方合わせて２２０万ぐらい、これによってその会議録の作成が、

以前おられなかったというのはあるかもしれないんですけど、スムーズになっていると

いうふうにお考えかどうかお聞きしたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

確かにこのシステムを導入する以前と比べますと、パート賃金を含めると実際は合計

支出額は大きくなってます。ただ皆さん御承知のとおり基本的には音声を録音したらす

ぐインターネットを通して送って、大体録音時間と同じぐらいの時間を置けば戻ってく

る状態になります。ですから皆さんの方でも委員長報告とか音声データ含めたところで、

ワードのデータ、粗ですけども、そこまでが一応できるのが早いと、その部分では十分

総額は大きくなりますけどもメリットになってるというふうな認識ではおります。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 



 

 

確かに待たなくてもすぐ確認ができるというメリットはかなりあろうかというふうに

感じているところですけれども、今度これが完成してサインをいただいてネットにアッ

プするということになると、なかなか特別委員会分がアップされるのが以前からすると

かなり遅かったりと見受けられるんですけれども、そちらの方は今後改正というか早目

のアップを考えていくというふうなことはどう御検討されてるんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

ホームページアップがちょっと時間掛かって皆様に御迷惑をお掛けしております。た

だこのシステム導入前は２か月以上絶対掛かってたんです。でき上がるのに。それを考

えると、今のところは定例会の本会議の部分につきましては、大体１か月ちょっとでア

ップをしているつもりでおります。委員会の方がそれに続けて２か月以内で上げたいと

いうことで今頑張っております。特に特別委員会が入ってくるとその分も手間が掛かる

といいますか、時間を食ってしまいまして、本会議の部分が若干間伸びてしまう部分が

ございますけども、その辺りはできるだけ職員も一生懸命頑張って打ち込みをしており

ますので、なるべく本会議の分については１か月を目途に、委員会については２か月を

目途にということで努力をさせていただいております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

歳出のうち、この議会だよりに係る経費、この需用費の中の印刷製本費とかかなとは

思うんですが、正確に議会だよりにどれくらいこの中で掛かってるのかというのをお願

いします。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

議会だよりにつきましては１１節印刷製本費の１２４万２,３２２円、これ全て議会

だよりの印刷製本費でございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

この金額で年４回。１回毎の発行部数を教えていただけますでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

発行部数につきましては１回１万４,０００部、世帯配布を見込んで多目に１万４,０



 

 

００部を印刷しております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

８節報償費で当初予算１０万円、補正をして最終的に２９万５,０００円になってる

んだと思うんですが、９月に１０万円の補正をされて、後のこの９万５，０００円の補

正がいつの時期にされたのか、ちょっと私が見落としかもしれないんですが、そこ分か

りましたら答弁を願います。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

お尋ねの分については、流用で対応させていただいております。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

流用だったらここには出てこんとですよね。どこからどのように流用したかだけ教え

ていただきますか。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

流用元につきましては９節費用弁償の方から流用をさせていただいております。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

４９ページの会議録作成支援システムの部分で、同僚議員からも質問が出ておりまし

たけれども、事情は御説明いただいたことで粗方分かるんですが、今後についてなんで

すが、言われるようにやはり、より早く公開ができれば、なお良いなというふうに思う

んですが、そのネックになってるのが何なのか、１つはまず支援システムの方で会議録

の粗ができてくるそこのところがネックなのか、それとも事務局の方でその内容を確認

して正確なものに打ち替えるという、結構神経と労力が掛かる作業があると思うんです

が、このどちらの方がネックになってるのかお聞かせいただければと思いまず。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

どちらがネックともちょっと言いがたい部分がございます。今パートにしていただい

てる部分につきましては、堤委員が言われた粗で戻ってきた部分、それをとりあえずは



 

 

音声を聞きながら聞こえた通りに変換をしていただく、ワードの方ですね。それが出来

上がった段階で、次職員の方に来て職員の方で音声と文字をもう１回確認をします。そ

して管理職、課長、局長の方で最終をもう１回、ですから３回処理を掛けてるような形

になっています。この辺りを手を除けば抜けるんでしょうけども、これを三重を二重に

すればその分の時間短縮というのは可能かもしれませんけども、なるべく、特に本会議

の分についてはやはり精度を上げておきたいというのがございますので、その辺りは今

のところは先程言いましたように本会議で１か月、委員会で２か月というラインで、基

本的には作っていきたいということで考えておるところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

分部委員。 

○委員（分部和弘委員） 

今のに関連しますけども、私も音声よく聞きながら今回いろいろ資料作ってるんです

けども、職場環境という形では、今の現状で本会議中は議員が出入りしている中で本当

にスムーズにいってるのかなというところがあるんですけども、そこら辺はどのように

感じてますか。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

私は昨年度、２８年度から議会事務局に監査がついてきたような形になって総枠とし

ては１人増えた形になっております。ですから我々の不慣れな部分を除けば、それ以前

４人体制でしたから事務局の職員としては立ち回りがしやすくなってるというふうに思

います。ただ監査の業務は増えてるという形になりますけども、人員の配置的には昨年

度以前よりは動きやすくなってるんじゃないかなということでは考えてます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

ちょっとどうしても気になるのが、このシステム使用料の部分でお伺いしますが、聞

くところによると一旦音声を変換して返ってくるデータそのものの精度がもう少し高け

ればその後の職員が、パート、職員もかなり労力が改善してスピードアップにつながろ

うかと思うんです。それでこの作成支援システム自体、通常いろんなソフトとかコンピ

ューターの世界というのはどんどん精度が上がっていきますよね。このシステム自体と

いうのは、そういう精度をアップさせる更新というのは、例えば契約の中でそういった

ことが可能とか、そういった話というのは出てこないものなのか、いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 



 

 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

私も昨年度からなのでまだ１年間しか見ておりませんけども、以前からいる職員の話

を聞きますと、バージョンアップは随時されていて精度はじわじわ上がってきていると、

手ごたえを感じているというところで話は聞いているところです。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

議長交際費のところで聞きたいんですが、去年よりも約１０万ばかり増えたという、

ただ、これについても４５万程度、予算の半分ちょいですけれども、従来からずっとこ

ういう予算の組み方をしとったと思うんですが、そろそろ実態に合わせた予算の組み方

そういったことも必要でないか。それと、それぞれ１万円やったり５,０００円やった

りあると思うんで、５５件で平均すると８,０００円ちょい、８,３００円近くなるわけ

ですけれども、改めて議長交際費の予算の総額にしろ、内容にしろ、見直す時期に来と

るんじゃないかなと思うんですが、この辺はどういうふうに考えておられるのか。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

交際費予算額につきましては、２９年度で減額、２８年度と比べますと減額をさせて

いただいております。あと支出の項目についてでございますけども、まだ私も１年目で

よく詳しく分かりませんが、基本的に例年支出をしている部分については、前年以前に

準じて支出をしてきているような感じで考えているところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津議員。 

○委員（喜々津英世委員） 

いろいろ案内を受けた時に、例えば体育協会関係でいけば、いろんな大会をする時に

御祝をいただいたりする。それからまた別に飲食を伴った案内を受けて会費相当額をや

る。いろんなやり方があると思うんですが、特に大会等に参加して御祝を下さる。それ

はそれで結構なんですが、少しそこら辺の見直しは必要があるんじゃなかろうかなとい

う気がしとるんです。基本的にやっぱり町長がやってるので議長も、というのがあるか

もしれませんけれども、もらう側が、あっちこっちに案内を出して幾らかでもたくさん

もらった方が、それぞれの組織のためになるという思惑が働いて案内をするということ

は間違いないと思うんですが、少しやっぱりそこら辺は町長部局との関連もあるし難し

いかもしれませんけれども、１件ごとにやっぱり拾い出してみて、そろそろそういう部

分での見直しをする必要はありはしないかなという思いがあるんですが、ここら辺につ

いて考えをちょっと聞かしていただきたいと思います。 



 

 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

委員おっしゃられることも十分分かります。確かに言われるように体育協会絡みの大

会が半分までいかないですけども１番ウエイトは占めてるのかなということで考えてお

ります。それとあと町長部局との関連ですけども、一応町長が出しておって、同じよう

な形で議長にも案内が来ると。議会を代表して議長がそこに挨拶なり出席をするという

ことになってまいりますので、その辺りはちょっと検討が必要かなと町長部局とも話を

１回してみようかなということで考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

町長がするからせんばいかんということは、やっぱり考え直さないといけない。町長

の交際費は３００万もあるんですよね。議長は８０万ですよ予算が。そうすると同じよ

うにそれをやるということ自体がもうここでその予算の裏づけから見ても、やっぱり少

し考え直さないといけないという理由はそこなんですけども、もう一度お願いします。 

○委員長（岩永政則委員） 

谷本局長。 

○議会事務局長（谷本圭介君） 

委員おっしゃるように交際費に関しましては、必要かどうかちょっと悩んだ時は今の

時点では必ず秘書広報課の方に確認して、執行部、町長あるいは副町長はどうされてい

るかというのを確認して判断をしている状況でございますが、言われるように元々の予

算が違いますし、呼ばれる回数も内容も違うと思いますので、今後その点については秘

書広報課の対応も含めまして、いろんな協議をして改善の方に努めてまいりたいと思っ

ております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

４９ページの共済費の議員共済会給付費負担金、これは昔あった年金制度の負担分か

と思います。昨年は３,５００万ぐらいだったのが今年は２,０００万ということで、昨

年もお伺いをしたんですけれども、この受給される方とか一括で受け取りになられる方

とか、全国の組織であるので、そういう負担ということになると思うんですが、今後は

やはりもう減っていくというような見方でよろしいんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

富永課長。 



 

 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

委員おっしゃられるとおり基本的には退職議員の方は減っていきますので総額は減っ

ていく形になります。ただ、その給付に掛かるお金を今現在の全国の議員の数で割りま

すので、議員の数が減れば１人当たりは増えるという形になってきます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に質疑ありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

以上で議会事務局を終わります。お疲れ様でした。 

暫時休憩をいたします。 

(暫時休憩） 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは休憩前に引き続き委員会を行います。監査事務局の審査に入っていきたいと

思います。説明を求めます。 

事務局長。 

○監査事務局長兼議事課長（富永正彦君） 

それでは監査事務局の方の説明をさせていただきます。事項別明細書、歳入はござい

ません。歳出のみでございます。事項別明細書の８０、８１ページをお開き下さい。２

款６項１目監査委員費でございます。歳出総額で９２１万５,４４７円となっておりま

す。１節報酬でございますけども、監査委員の報酬ということで、識見委員が月額８万

３,０００円、議選の監査委員が５万５,０００円ということで、２人分の報酬でござい

ます。２節３節４節につきましては、職員１名分の給料、手当、共済費でございます。

９節旅費につきましては、普通旅費が職員の旅費、費用弁償の方が監査委員の方の費用

弁償ということで、監査委員につきましては延べでございますけども５９日の１１７人

分ということになっております。需用費と１９節の方でございますけども、県町村監査

委員協議会負担金と郡の協議会負担金につきましては例年どおりの経常的なものでござ

います。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 

質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

監査事務局はこれで終わりたいと思います。 

１０時１０分まで休憩します。 

（休憩 ９時５８分～１０時１０分） 

○委員長（岩永政則委員） 

休憩前に引き続き委員会を行っていきたいと思いますが、会計課所管を審査したいと

思います。説明を求めます。 



 

 

谷本会計管理者。 

○会計管理者（谷本清君） 

皆さんおはようございます。それでは平成２８年度一般会計歳入歳出決算の会計課所

管分について御説明いたします。歳入総額４万９,２６３円、歳出総額３,０４３万４７

円でございます。まず歳入から御説明いたします。事項別明細書の３６、３７ページを

お開き下さい。１５款財産収入１項財産運用収入２目利子及び配当金でございますが、

会計課所管分は備考欄下から４段目の用品調達基金運用収入１６円でございます。この

基金は普通預金により運用しておりその分の利子でございます。次に４２、４３ページ

をお開き下さい。１９款諸収入２項町預金利子１目町預金利子でございます。これは一

般会計の預金利子９,１５２円と町県民税などの歳入歳出外現金の預金利子でございま

す。次に歳出でございます。５６、５７ページをお開き下さい。２款総務費１項総務管

理費４目会計管理費でございます。職員５人分の人件費２,７６６万６,１６８円が主な

支出でございます。人件費総額で前年度と比べ１,００９万１,４９３円減額となってお

ります。これは管理者が課長兼務となったことで、管理職手当及び給与が減額となった

ことと、再任用職員が８月末に退職したことが主な要因です。７節賃金は産休代替職員

１名を年間通して採用しており会計事務補助をお願いしております。１８節備品購入費

は加算式計算機３台を購入しております。次に１８２、１８３ページをお願いします。

１２款公債費１項公債費２目利子の２３節償還金、利子及び割引料の備考欄１番下の一

時借入金利子償還金３７万２,０２９円は、３月２８日に一般会計１５億円、国保会計

に５億円を一時借入しました。４月４日に１５億円を返済、４月６日に５億円を返済し

ております。定期預金内の金利が０.５５０％、定期預金を超えた金額の金利が１.９７

５％となっており利子総額が４９万６,０３９円です。一般会計と国保会計で３対１で

案分して、一般会計３７万２,０２９円、国保会計１２万４,０１０円としております。

なお、当時の定期預金額は１２億３,０００万ほどでありました。歳出総額で前年度よ

り８５０万円ほど減少しておりますが、人件費の減額が主な要因です。 

次に１８９、１９０ページの財産に関する調書、４基金のうち（ニ）用品調達基金で

す。本年度の購入額４４万１,０８０円、売上が５４万３,１２５円です。封筒、起案用

紙、納入済通知書、請求兼領収書を会計課で一括して購入しております。現金と物品総

額１００万円で運用しております。以上、簡単でございますが説明とさせていただきま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 

質疑ありませんか。３６ページからです。 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

３６、３７ページの２目利子及び配当金、ここで収入済額が１２９万９,１１７円、



 

 

去年が３００万ぐらいでしたので非常に収入済額が減少しておると。１番上の基金の残

高も期末残高では６,３００万程度減をしております。この基金の平均残高が幾らある

か分かりませんけれども、恐らくこの基金の減少が利子の減少につながっておることは

間違いないと思うんですが、会計管理者としてどう分析をされてるのかお尋ねをします。 

○委員長（岩永政則委員） 

谷本管理者。 

○会計管理者（谷本清君） 

お答えいたします。ただいま委員おっしゃったとおり基金現在高の減少も影響してお

りますが、平成２７年度の定期預金の利率を見ますと０.０７５％というのが主な取引

先での金利でしたが、２８年度になりまして０.０５０％に減少しております。そうい

ったことを含めて利子の収入減につながったと考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。他に。歳入歳出含めて結構です。ありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

会計課、お疲れ様でした。ありがとうございました。 

１０時３０分まで休憩いたします。 

（休憩 １０時１９分～１０時３０分） 

○委員長（岩永政則委員） 

休憩前に引き続き委員会を行います。農業委員会所管の審査に入っていきたいと思い

ます。 

和田事務局長の説明を求めます。 

○農業委員会事務局長（和田弘君） 

おはようございます。連日の御審議お疲れ様でございます。それでは平成２８年度長

与町一般会計決算書の農業委員会所管分の歳入歳出について着座して説明いたします。

まずはじめに歳入歳出それぞれの総額について申し上げます。歳入総額は３８８万９,

２００円で、前年度３８２万６,４７１円と比較しますと農業委員会交付金１万４,００

０円の増、農地集積集約化対策費補助金の１万２,７５０円の減、農業者年金事務委託

手数料の６万１,４７９円の増で、合計６万２,７２９円の増額となっております。歳出

総額につきましては３,２２５万５,５４８円で、同様に前年度と比較しますと２５万９,

０４９円の増額となっています。主なものとしましては、金額の多い少ないはあります

が、給料が３０万２,９４０円の増、職員手当等が１０万３,２８３円の増、共済費８万

７,０９３円の増、委託料が３１万５,８２０円の減となっております。 

続きまして、歳入歳出決算事項別明細書の説明をいたします。まず歳入から申し上げ

ます。歳入の３２、３３ページをお開き下さい。１４款２項４目１節農業費補助金、備

考欄、農業委員会交付金１３８万３,０００円です。同じくその下７番目の農地集積・

集約化対策費補助金２３０万３,２００円です。次に４２、４３ページをお開き下さい。



 

 

１９款５項１目１節雑入です。備考欄の上から５段目農業者年金事務委託手数料２０万

３,０００円の１件でございます。 

続きまして歳出に移ります。１２０、１２１ページをお開き下さい。６款１項１目農

業委員会費です。１節報酬ですが備考欄を御覧下さい。農業委員会会長１名、委員１５

名の年間の報酬です。次に８節報償費ですが農地利用状況調査謝礼です。農業委員を含

めた調査員３０名によりまして、８月から１０月までの間に農地の利用状況の調査を行

っていただいております。その経費が主なものです。なお、この調査に対する謝礼は農

地集積集約化対策費補助金で同額の１８４万９,６００円を充当しております。次に１

３節委託料ですが、通常の必要経費及び定期的な農家台帳システムの保守委託料として

５８万３,２００円を支出しています。次に１４節使用料及び賃借料の自動車借上料で

すが農業委員研修時のバスの借上料です。同じく電算機器借上料については、平成２７

年２月１日から平成３２年１月３１日までの５年間リースで２８年度支出額は１８万１,

４４０円です。次に１２２ページ、１２３ページをお開き下さい。最後に１９節負担金、

補助及び交付金につきましては昨年と同額の支出となっております。以上で説明を終わ

ります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので質疑を受けたいと思います。歳入歳出いずれでも結構です。 

質疑はありませんか。３２ページからです。 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

４３ページの農業者年金事務委託手数料２０万３,０００円ということで昨年よりも

６万ばかり増えとるんですが、この理由は何なのか。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長補佐。 

○課長補佐(村田佳美君） 

農業者年金事務委託手数料の増額につきましては、前年度までは人件費の給与の方を

充当しておりませんでしたが、今回から給与の方を充当するようになりまして増額にな

っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

農業者年金の加入した人が増えたということじゃなくて、そういう補助の関係で増え

たということですか。もう一度お願いします。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長補佐。 

○課長補佐(村田佳美君） 



 

 

農業者年金の加入の数が増えたので増額したわけではなく、職員の給与の分として事

務委託手数料の方が増額になりましたので今回増額になっております。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

１２１ページの農地利用状況調査謝礼に関連してお伺いをしたいと思うんですが、予

算の時も聞いたんですが、遊休農地の面積が２７年、２８年の比較の数字があればお知

らせいただきたいのと、町内の農地面積に対する割合も分かればよろしいでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

和田局長。 

○農業委員会事務局長（和田弘君） 

先程の質問ですけども、まず調査対象農地２８年度が９,５７７筆で面積が８５９万

６,１８４平米、２７年度が９,５９６筆で面積が８６１万３,４４８平米、マイナスの

１９筆とマイナスの１１万７,２６４平米です。それともう１つが割合は手元に無いも

んですから、後で報告いたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長補佐。 

○課長補佐(村田佳美君） 

町内の遊休農地の面積の方を御報告いたします。平成２８年度１,０３８筆で７６万

７,７７７平方メートル。平成２７年度につきましては１,１０３筆で８３万２,５２５

平方メートルです。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

実は２８年度の予算の時にもそういうことをお聞きして、その時に今後の傾向につい

ては緩やかな増加傾向だというふうにお聞きしたんですが、２８年度の決算を今お聞き

したところ減少傾向なんですかね。若干増加したけども２８年度決算受けたら少し減少

ということで理解したらよろしいんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長補佐。 

○課長補佐(村田佳美君） 

現在遊休農地で言いますと減少傾向にあるんですけれども、もう既に山林化して非農

地になった面積につきまして数値の方を御報告いたしますが、平成２８年度が１,５４

２筆の１７５万３,４８４平米で、平成２７年度が１,４４５筆の１６５万５,２５６平

米になりますので、９万８,２２８平米ほど山林化した農地が増えておりまして、その



 

 

分につきましては農地ではないというふうに判断をしております。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に。質疑ありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

今、移住促進ということでいろいろ取り組まれた中の１つとして、新たな新規就農と

いうのもやられて、確か今年度ですか１名とか、そういう数字があったと思うんですが、

新規就農よりもやはりもう農業を高齢化等々でできなくなっていく人の方が増えている

というような見方になるのか、この辺り分かればお聞かせいただければと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

和田局長。 

○農業委員会事務局長（和田弘君） 

委員がおっしゃるとおり、やっぱり高齢化が来まして耕作できないという方がいらっ

しゃいまして、その辺りがまた徐々に出てきてるのかなと思います。それで今、農地中

間管理ということで農地を自分で耕作できないとか、ちょっと貸したいという方があれ

ば、中間の方にそういうシステムもできておりますので、そちらに移行していくんじゃ

ないかなと思っております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。他に。質疑ありませんか。いいですか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

農業委員会お疲れ様でした。ありがとうございました。 

５０分まで休憩します。 

（休憩 １０時４３分～１１時０６分） 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは、休憩前に引き続き委員会を行いますが、審査につきましては大体全部、終

了したようでございますので、本日はこれにて総務常任委員会を散会といたします。 

お疲れ様でした。 

（散会 １１時０６分） 


